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An attempt to integrate four scales of international disposition: 

Scale development for evaluating the effectiveness of international education 

Takeshi Fujiwara, Junko Iida, Ichiro Okawa and Torn Suzuki 

問題と目的

多文化教育やグローハル教育の発展のため，

文部科学省 (2005) は国際教育を「国際社会に

おいて地球的視野に立って主体的に行動す

るために必要と考えられる態度・能力の基礎を

育成するための教育」と定義し，現状と課題．

そして国際教育充実のための具体的方策につい

て示している。海外への修学旅行へ参加する高

校生も. 1998 (平成10) 年度に15万人を超えて

からはこの水準を維持していることが示され

ている（文部科学省， 2015)。また全国修学旅行

研究協会 (2015) によると. 2014 (平成26) 年

度において修学旅行以外で 3か月未満の海外研

修旅行へ参加する高校生は38,002名であり，こ

こ数年で増加傾向にある。社会の少子化にもか

かわらず青年の洵外渡航人数が増加しているこ

とは国際交流の拡大を示唆する興味深い資料

である。

多文化やグローバルに関して．心理学分野

においてもパーソナリティや態度変容の文

脈においていくつかの概念が提唱されている。

例えば vander Zee & van Oudenhoven (2000) 

は文化的共感性．偏見のなさ情緒的安定

性，活動志向性，奸奇心．柔軟'I生，外向性の

7側而から構成される「多文化パーソナリ
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ティ (multiculturalpersonality)」を祉lj定する

質問紙を作成し，近年ではその短縮版が開発

されている (vander Zee, van Oudenhoven, 

Ponterotto, & Fietzer, 2013) c また vande Vijver, 

Breugelrnans, & Schalk-Soekar (2008) は多

数派の人々によって形成された社会と移民に

よって形成された社会の二つが存在すること

を受け入れこれを支持することを「多文化主

義 (multiculturalism)」と定義し．概念の整理

を行っている。さらに長期にわたる文化間の接

触の結果として個人が経験する文化的変容と

学習の過程は「心理的文化変容 (psychological

acculturation)」(Arends-Toth& van der Vijver, 

2007; Berry & Sam, 1997) と定義されている。

PsycINFOによる検索の結果. 1978年から2004

年にかけて．文化変容に関する51もの尺度が各

回で開発されている (Matsudaira,2006)。最近

では， Chen,Lam, Hui, Ng, Mak, Guan, Buchtel, 

Tang, & Lau (2016)が「グローハル化に対する

個人レベルの心理的プロセスであり．個人を異

文化や集団に同化させようとしたときに生じる

情緒的．行動的．そして認知的反応」をグロー

バル志向性 (globalori印 tation) と定義し．多

文化の獲得 (multiculturalacquisition)と自民族

の保護 (ethnicprotection)の 2因子から構成さ

れる尺度を間発してしヽる。相関分析の結果．前
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者は寛容さや心理的・社会文化的適応と正0)関

連が，後者は不安やストレスと止の関連が，そ

れぞれ示されてしヽる (Chen et al., 2016) c 

上述の研究群が主に欧州やアシアで行われて

いる一方，本邦の心理学領域においても， グ

ローバルに関する複数の尺度が開発されてい

る。鈴木・坂本・森・坂本・ 裔比良・足立・ 1勝

谷・小林，橿淵・木村 (2000〉は，口際理解尺

度をI}月登している。これは日本ユネスコ国内委

員会 (1982) で掲げられた国際理解教育の I目標

に基づき，｛確認的因子分析の手法を用し、＇「人

権尊重」（下位尺度として「他国民• 他民族に

対する感情」と「平等意識」を有する），「他国

文化の理解」（下位尺度として［坪解」，［関心J

と「文感性」の 3つを有する），「世界連帯意識

の育成」（下拉尺度として「人類の共通課題への

関し詑識Jと［国際的協力機溝への協力的な

態度」を有する）．そして「外国語理解」（下位

尺度として「理解」と「関心」を有する） 0) 4 

つの側而について. 3イ牛仏で尋ねる尺度を開発

している，

この1丑際理解尺度（鈴木他， 2000)を参考に，

藤原・飯田・ギ斐• 松本・日下部・鈴木・石隈

(2013〉は 4つの尺度から構成各れる四際的資

質尺度を開発している。これは，① I異文化へ

の理解ならびに自国文化の理解」 (14項 l」)，②

「外国語コミコニケーション能力」 (10項目）．③

「他者との協同的問題解決能力」 (10項目），そし

て① ［海外・国際交流への積柾性」 (7項 El)の

4つの観点から巴際的資質を測定する尺度群で

ある。いずれの尺度に対しても同•の教示を用

いまたいずれも 5件法で寿ねている（「あては

まらない (1)」,「どちらかというとあてはまら

ない (2)」. rとちらともいえない (3)J. 「ど

ららかと＼．＼うとあてはまる (4)」,「あてはまる

(5)」；'0パ系数による内的整合性の高さが示さ

れているほか（藤原他 2015),本尺度を用いた

汁i)外への研修旅行の有効i化について，複数検討

が行われている（藤原・石井・阪本・石田・塗

田・北原・飯田， 2016: 飯田，石限・甲斐• 松

本・深澤.r: 藤• 石井・今野・）I湘原， 2014:石

井・深澤・了藤・今野・石隈・阪田・甲斐• 松
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本・大島 2014: 石隈・深澤・ニ藤• 石井・今

野・甲斐• 松本・飯田・藤原， 2014)。

藤原他 (2015)の国際的責質尺度ぱ 1国際的

資質を綱羅的に測定する尺度であり，有用性の

高い尺度であるが，項目数がやや多く (4尺疫

で計41項目），効果検証のために複数回の同答

を求める場合には，屈答者の負担の大きさはも

ちろんのこと，回答の時間を確保する教帥や学

校の負迅も大きい。教育現J易で笥便に実施可能

な尺度の開発は，国際教育の効果検証やこれに

基つく授業開発において重要な役割を果たすで

あろう。

以上より本研究の目的は，藤原他 (2015)の

国際的資貿を測定する 4尺度を統合した尺度を

開発することである c そのために本研究ては

① 4つの尺度の統合をわうとともに②別サン

プルを用いて因子構造の再現性を確詔し，統合

版国際的資質尺度の基礎的情報を提供するこ

との 2点とする。前者を達成するために研究

1を後者を達成するために研究 2を実施す

るc

研究 1

目的

研究 1の目的は. 4つの尺度で構成されてい

る匡際的資質を測定する尺度詳を統合すること

である。そのために．研究 lでは各ド位尺度の

尺度得点を用いた高次因子分析を行って統合版

尺度の囚子数を決定し，各囚子に含まれる項目

を主成分分析を用いて紋った上で．再度囚了分

析を用いた尺度構成を行う。

方法

調査対象者 国方大学附属高等学校のうち，

A1免尊学校に通う 2年生246名および B高等学

校に通う 2年生158名の言7404名より，記入漏れ

等［司答に不備があるものを除いた計384名を対

象とした IJo 

,, A 詞等学校のデ·~ タはII森））；［他 (2015)にて， B高

等学校のデータは）！釦）仇他 (2(月6)にて公衣された

テータと，それぞれ対応する c
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調査方法 学級ことに学級担任が以下の内容

から構成された質問紙を配布・教示し同答を

求めた0

調査内容 国際的資質を測定する 4つの尺度

（蔽原他 2015) を用いた。このうち「異文化へ

の理解ならびに自国文化の即解尺度」について

は，［外胴）＼への親和性」 (4項目），「自国理解」

(2項目），［多文化尊．重」 (5項目）．［外国文化

ヘ興味• 関心」 (3項目）の 4つの下位尺度か

ら構成きれており，計14項目について 51牛法で

回答を求めた。次に「外国語コミュニケーショ

ン能力尺度」については「英語）J J (2項目），

「他者理解」 (3瑣 0). 「アサーション」 (2項

日），［興味•関心 J (3項目）の言IJO項 1'1につ

いて 5 i牛砂：で阿答を求めた。そして「他者と

の協詞均問題附決能力尺度」 (10項目）ならび

に 9洵外・ 1五際的交流への積極性尺度」 (7項

目）についてはそれぞれ 1因子で構成されて

おり令いずれも 5件法で回答を求めた。

結果と考察

4尺度統合のための因子分析 匡I緊的資質

を測定する 4Jミ皮計10の下位尺度について，

その尺度得点を用いて，三因子法による高次因

子分析を実施した (Table1)。固有値の減衰状

況から 3因子鮒が逆当であると判断し，プロ

マJ クス法を用いた斜交回転を行った。第 3因

子まその累積寄与率は50.17%であった。第 1因

子に対しては．異文化への理解ならびに自国文

化の迎解尺度の下位尺度てある［外国人への社

相性」と「多文化尊直」，外Iii語コミュニケー

ション能力尺度の下位尺度である「外国語コ

ミュニケーシコンヘの興味•関心J. そして「涌

外• 国際交流への積極性J尺｝足の 1九十負荷畠が

高かった。第 2因了に対しては．閃文化への連

廂ならひに日国文化の理鮒尺度の下位尺度であ

る［自国琲解ー，外国語コミュニケーション能力

尺度の下位尺度である［他者理解」と「アサー

ションー．そして「他者との協同的問題解決能

カ」尺度の囚子負荷量が高かったて；第 3因了に

対しては 外国語コミュニケーション能力尺度

の下位尺度である「英誘カーと異文化への坪

鮒ならびに自国文化の迎解尺度の卜位尺度であ

る「外国文化への興味• 関心」の 2I、位尺度の

因＋負荷醤が高かった。

次に，これら 3つの裔次因子それぞれについ

て各因子に含まれる下｛立尺度の項目すべて

を用い．王成分分析を実杞した (Table2から

Table 4)。いすれも第 1三成分に対して .60以上

の王成分負荏塁を示した項目（第 1高次因子の

項目詳においては12項目第 2高次因子の項目

群においては 7項目第 3高次因子の項目群に

おいては 4項目）を抽出した。

そして，拇出された計23項目を用いて，工因

Table 1 
匡際的資質各l、位尺度得点を用いた高次因子分析結果

Fl F2 F:J 平掏 (SD) 

タ~I国1 人＾ヽ O)j滉利IN 口゚2 釘 305

(086) 

海外• m11緊交流への桔極性 06 .12 3.69 (0 74) 

タ~ml 乱i コミュニケーションヘの興昧 携l心 -13 .31 342 (LOOI 

多文化脈召 28 -24 LOS (1 CO) 

他者月1/1'/

02ロ・⑭ 394 
(0 69) 

他者との協ji'i]的問題fiJ'f戌能力 32 -.09 3.93 <0.61 ! 
アサーション -08 31 .35:i W.89! 

Cl i."I f'I'iff .07 .02 4.29 (0 80) 

英語jJ .19 -03□ J 264 (l 13) 

タr1,1文1じへの興味 1見l心 -.1'.l 20 3 08 (0 8:3) 

ぷl子l!il祖閑IFl 46 .39 

l心 .22 
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Table 2 
第 1因子に高い負荷量を示した下位尺度項目に対する主成分分析の結果

l R 外国人とはあまり話をしたくない（親和）

3 多くの外国人と友達になりたいと思う（親和）

45 将東同僚として外国人と仕事をしたし＼（祐枷）

26 R 今後 さまざまな 1日の言諮を‘｀予ぶ気はなしヽ（コミュ興）

48 同年齢の外国人が詰せる程度に fl分も英語を語せるようになりたい（積極）

43 汁u:タトヘ‘またff・ きたし、（柏極）

2 しヽ ろしヽ ろな 1月の人たちと知り合しヽになるのは楽しし、（親l!ll

19 俣なる文化に触れることは興味深い体験だと息う（多文化）

47 英詰以外の外国語を学ひたし＼（積極）

13 iJIJ夕卜に行ったら， 地元の人の習慣に触れたしヽと息う （親和）

20 各国に見られる独白の習恨を噸重したし、（多文化）

24 R 外国語で書かれた糾刷や雑誌、に 1月心がなし¥ (コミュ興）

49 海外経験を経て 日本にいる外国人に話しかけやすくなった（禎栢）

25 R 今後，外国語検定（英検仏検， TOEFL TO El Cなと）を受験しようとは息わなし、（コミュ興）

5 R 貧しい国の人ならば，意見が軽視されることがあってもやむをえない（多文化）

4 R 11廿身国によって待遇に差があってもやむをえないと息う（多文化）

6 R ある民放がほかの民族より劣っていると考えてはしヽけないと思う（多文化）

46 外国人は．自分の国に誇りを持っている（積極）

44 将来、結婚相手として日本人以外の日の人を選ぶことがある（積極）

第］主成分1こ対する寄与率： 36.59<?-6 

R: 逆転項目

太字は主成分負価鼠が .60以上の項目を示す。

カ）コ内は田際的資質に関する 10の下位尺度の対1応を示す、9

殺和:外国人への親和性 積極:海外• 国際交流への積極t'l
コミュ興：外国語コミュニケーションヘの興味• 閲心 多文化：多文化喝i重

Table 3 
第2因子に嵩い負荷量を示した下位尺度項目に対する主成分分析の結果

41 III蝕に他面しても． 人と協力してド:JJ姐iり府）とに取り糾む（協l司）
38 聞発途l二II」の子どもたちが教育の機会に恵まれるよう支援してしヽきたし、（協同）

40 日分と意見や文化の背景が異なる人と協力できる（協同）

31 1'11手の気持ちを理陪しようとする（他卯）

37 lll: 界の自然を守るために活動している機関を支援したい（協同）

39 困ったときに話し合って．アイテアを出そうと思う（協同）

28 他人の意見を聞げる（他理）

33 地球温暖化を防止するために．みんなで努力をしてしヽきたい（協同）

32 言菓以外の手段でも相手の気持ちがわかる（他理）

29 白分の考えと異なる人に対して 自分の意見を言える（ア）

3・1 R ! 廿界平祖の判持！こ関、しカミ` なし、（協同）

42 共通の間題を鮒決するためには自分の息見が通らなくても納得できる（協同）

36 自分のII打をきれしヽにするように努）」するのは大切だ（協同）

27 自分の忍見をさちんと」こ張できる（ア）

35 廃棄物による1文・.壌• 水・大気の‘汚染状況につしヽて知りたv'(協同）

11 日本はすばらししヽ且lたと息う （自）

12 日本人であることを認りに息う （自）

第 l」こ成分に対する寄与率： 37.07% 
R: 逆転唄目

太字は主成分負祉i贔が .60以上の項IIをホすて

プ）ソコ内は国際的資質1こ関する 10の下位尺度の対応を示す。

他雌他者理鮒協 詞 他者との協pt]的間：刷解決能カ ア：アサーション 自・白にjJり!f附(
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主成分

負価兄

78 
.74 
74 
n 
71 
71 
71 
.68 

.65 

.6::1 

.63 

.62 

.59 

.51 

.29 

.26 

.22 

.37 

.45 

主成分

負荷最

79 

n 
.72 
.71 
70 
67 

.64 

.59 

.58 

.57 

.57 

.55 

.53 

.50 

.43 
4-1 

48 
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Table 4 
第3因子に高い負荷量を示した下位尺度項目 に対する主成分分析の結果

21 英訊などの外国語で書かれた新聞や雑誌が読める（英語）

22 自分の言いたいことを英語などの外国語で表現できる（英語）

7 外国で起きたいくつかの歴史的事件について詳しく説明できる（文化興味）

8 R I仕界の主な宗教の特色を説明できない（文化興味）

10 日本の伝統的習懺を説明できる（文化興味）

第 1主成分に対する寄与率： 47.25% 
R: 逆転瑣u
太字は主成分負術批が .60以上の項目を示す。

カッコ内は. Iii際的資質に関する10の下位）丈度の対）、もを示す。

英語：英語力 文化興味：外国文化への興味• 関心

Table 5 
統合版国際的資質尺度の因子分析結果

研究 1(n=384) 
Fl F2 F3 平均 (SD)

Fl 異文化との交流に対する肯定的意識 (o::: .90) 

3 多くの外国人と友達になりたいと思う .89 -.10 -.13 3.97 (1.04) 

2 いろいろな国の人たちと知り合いになるのは楽しい .83 -.08 -.16 4.03 (1.02) 

l R外国人とはあまり話をしたくない .75 -.04 .10 3.72 (1.17) 

43 ri砂卜ヘ、また行きたい .75 -.11 .00 4.33 (1.06) 

48 I吋年消祁）外国人が話せる程度に自分も英語を話せるようになりたい .62 .12 .01 4.19 (1.02) 
-.02 .22 3.66 (1.17) 

45 将来．同僚として外国人と仕事をしたい .60 .07 .11 :3.58 (1.09) 
47 英語以外の外国語を学びたし‘ .58 -.04 .11 3.64 (1.22) 

13 海外に行ったら，地元の人の習牙翡に触れたししと恩う .57 .18 -17 4.08 (0.95) 

19 楳なる文化に触れることは．興味深い体験だと思う .55 .29 -.17 4.36 (0.83) 

24 R外国語で書かれた新聞や雑誌に関心がない .47 -.04 .33 3.14 (1.25) 

20 各国に見られる独自の習慣を帷重したい .43 .37 -14 4.27 W.77) 
四 国際理解における他者理解と協働 (Cl= .87) 

41 困祖1こ直面しても．人と協力して111匙舒決に取り組む-fl .03 .81 .06 
3.91 (0.77) 

40 自分と意見や文化の背景が異なる人と協力できる .12 3.82 (0.84) 

31 相手の気持ちを理解しようとする — ~.08 4.05 W.79) 
38 開発怠上国の子どもたちが教育の機会に應まれる；う支援して1,,きたし' -.03 3.90 (0.88) 

37 世界の自然を守るために活動してし lる機関を支援したし' .02 3.72 (0.90) 

39 困ったときに話し合って，アイデアを出そうと恩う 一 11 3.90 <o.83) 

28 他人の意見を聞ける — .06 3.91 W.79) 
F3 国際的事象に関する知識やスキル (u= .73) 

21 英語などの外国語で書かれた麟や雑誌が読める 12 -:~~□ 2.57 (1.23) 
22 自分の言いたいことを英語などの外国語で表現できる .16 2.71 (1.17) 
7 外国で起きたい〈つかの歴史的削件について詳し〈説肌できる 一.15 2.54 (1.18) 

8 R -W: 界の主な宗教の特色を説明できない —.15 2.98 (1.22) 

因子間柑関 Fl .54 .35 
F2 25 

R: 逆転項H

-5-

Fl 

.78 

.78 

主成分

負荷羅
.80 
.78 
69 
.64 
.49 

研究 2 (n=219) 

F2 F3 平均 (SD)

.15 -.13 3.94 (1.06) 

.11 -.10 4.08 (1.00) 
.63 -.02 .13 3.79 (1.08) 

.61 .03 -.06 4 .07 (1.22) 

.46 .20 .00 4.38 (0.88) 

.58 -.25 .39 3.69 (1.15) 

.70 .18 -.12 3.51 (1.05) 

.54 -.25 .42 3.79 (1.16) 

.60 .19 .04 4.05 W.99) 

.67 .24 -.17 4.42 (0.83) 

.61 .02 .14 3.52 (1.18) 

.15 .55 -.07 4.13 W.84) 

.04 .48 .16 3.59 W.84) 

.17 .44 .17 3.66 W.87) 

.00 .66 -.04 4.02 (0.80) 

.13 .55 -.02 3.79 W.92) 

.16 .56 -.19 3.78 (0.93) 

.18 .32 .25 3.89 (0,84) 
-.15 .43 .42 3.84 (0.93) 

-.05 .35 .47 2.90 (1.06) 

.05 .34 .37 2.99 (1.03) 
-.14 .09 .57 2.55 (1.06) 

.00 -.15 .51 2.92 (1.06) 

.66 .47 
.40 
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-よる因子分析を実施しだ。固

ど廂釈可能性から 3囚子解を採用し，プロ

マックス法による料交回転を行った (Table5中

。その結果，いずれの因子に対しても，

日は .40以上の高い負荷畠を示した。第 3因子

までの累積寄与率は48.23%であっだ。

第 1因子は想定していた 4つの下位尺度群が

すべて含まれた。特に「外国人への親和性」や

「海外• 国際交流への積極性」などの項目に対

して高い負荷最を示し，異文化との交流に対す

る意欲や関心を間う項目を中心として構成各れ

ただめ，「異文化との交流に対する

されだ，）第 2因子は想定していた 1つの

尺度のうち．「自国理鮒：と「アサーショ

に対応する項目群が欠落し，国際理解にお

いて他者を輯重し協力する内容を含む項目を

中心として構成されたため，「国際理陪におけ

る他者理餡と協働Jと命名された。第 3因子は

「英語力」と「外国文化への興味• 閲心」から構

成される項目群からなり，外l国の事象

文献の購読か「できる」かどうかを間う項目が

されたため．汀国際的事象に関する知識やス

キル」と命名された。

信頼性の検討 各下位尺

ため， Cronbachのaを算出した (Table5)。そ

の結果，巽文化との交流に対する肯定的意識の

叶系数は，90,国際理前年における他者理解と協働

のa係数は，87,国際的事象に関する知識やスキ

ルの a係数は .73となり，いずれもおおむね十分

な値を示し， I吋的整合性の高さが示された。

国I緊的資質を測定する 4つの尺度の統合を目

的として行われた因子分析と主成分分析の結

3下位尺度計23項目からなる統合版国際

的資質尺度が構成されだ。 a係数を算出した結

呆，各下位尺度とも十分な内的整合性を有する

こと

研究 2

目的

研究 2の目的は．

質尺度の

lで作成され

を別サンプルを用

し.¥

方法

調査対象者 研究 1の調査協力校のうち， A

高等学校に通う 2年生219名（男子113名

106名）を対象としだ』）。

謡査方法 研究 1と同様であった。

調査内容 研究 1で作成された統合版国11祭的

資質尺度を用いた。「異文化との交流に対する

迎解と協働J(7項目）．「

知］識やスキル」 (4項目）

で尋ねた。

結果と考察

国際的資質尺度の因子分析と信頼性の再検

討 統合版国際的資質尺度について， 23項目を

用いて，主因子法・プロマソクス回転による因

を行った。研究］の拮果に基づき 4 因子

し，プロマックス回転を用いて分

析を行っだ (Table5の右列）。その結果□別の因

子に対して高い負荷量を示す項目（項目20「各

国に見られる独自の習慣を諄重したい」）や，―

部項目において複数の因子に高い

項目が存在するものの（例えば項目47

外の外国語を学びたいJや項目28

を開ける」など），おおむね研究 lと

られた。

次に下位尺度の信

ることであった。

のため，研究

l同様 Cronbachのaを算出した。その結果，

異文化との交流に対する肯定的意識の a係数

は.91,国際理解における他者理解と協働の a係

数は .80,国際的事象に関する知識やスキルの a

係数は .66であったc 一部やや低い値が示され

たがおおむね研究］で示された値と同程段0)

a係数が得られだ。

国際的資質尺度の記述統計量と男女差の検

定 国際的資質尺度の下位尺度について，そ

の甚礎情報を提供するため，男女別に

と標準偏差を算出しその得点差の有:1/化につ

いて t検定を用し汽：検討した (Table6)。その

結果異文化との交流に対する肯 t
 

、t

（
 

::)たたし(ijf究 1とのサンプルの重複はなし＼。

6
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Table 6 
因際的資質尺度の記迩統計量と男女差の検定

巽文化との交流に対する杓定的，忍識

/:IT)J:jり社lj!解における1也者理州と・協働

hll緊1'1<ドH象に1周する知識やスキル

* * p<.OJ, * p<.05. 

(217) =3.72, p<.Ol, d=0.50) および国際理解

における他者理解と協働 (t(217) = 2.23, p < .05, 
d= 0.30) において有意差が認められ，いずれも

女子の得点が男子の得点よりも高かった。国際

的事象に関する知識やスキルについては，有意

な男女差は認められなかった (t(217)= 0.15, ns, 

d= 0.02)。先行研究との対応では国際理解尺

度（鈴木他， 2000) のはとんどの下位尺度にお

いて，女子の得点の高さが報告されている。女

子の得点の高さはグローバル志向性を測定する

尺度 (Chenet al., 2016)におしヽても認められて

いるが多文化主義を測定する尺度においては

全ての研究で性差が認められているわけではな

く，またその効果量は小さいとされている (van

de Vijver et al., 2008)。本研究で得られた効果

量も小さいあるいは中程度の効果量であり国

内外の先行研究の知見を支持するものといえよ

つ。

総合考察

本研究の目的は，国際的資質を測定する 4つ

の尺度（藤原他， 2015) を統合し，その基礎的

情報を提供することであった。

国際的資質 4尺度の統合

国際的資質を測定する 4つの尺度を統合する

ため， 4尺度計10項目の下位尺度得点を用いた

高次因子分析を行った。その結果．高次 3因子

が打り出された。この高次因子それぞれに含まれ

る項目群を用いた主成分分析を行い．統合版原

版となる項目群23項目を打り出するとともに， こ

の23項目を用い. 3因子構造からなる統合版国

際的資質尺度をり廂定した。当初の10下位尺度の

うち、 この統合版では「自国理陪Jおよび「ア

リ｝子 女子
(dj) 

平均

:3.78 

3 71 

2.85 

-7 -

(SD) 平均

(0.78) 4 13 

W.60) 3.89 

(0 76) 2.83 

(SD) 

(0.63) 3 72* * 

(0.56) 2.23* 

(0.72) 0.15 

(217) 

(217) 

(217) 

サーション」を除く 8つの下位尺度が含まれる

こととなり，おおむね当初の構成要素を網羅し

た構造となった。統合版の下位尺度となる 3因

子についても， a係数による内的整合性が確認

された。以上より，国際的資質尺度の統合は一

定の成果を挙げたと考えられる。

原版10下位尺度のうち，今回の分析結果で含

まれなかった 2つの下位尺度（「自国理解」と

「アサーション」）はいずれも原版尺度で 2項

目のみ含まれていた項目であった。文部祠学省

(2005) は国際教育の意義と今後のあり方とし

て初等中等教育段隋において①異文化や異

なる文化をもつ人々を受容し，「つながる」こ

とのできる態度・能力，②自らの国の伝統・文

化に根ざした自己の確立，そして③自らの考え

や意見を自ら発信し具体的に行動することの

できる態度・能力，の獲得を求めている。この

うち「自国理解」は②に，「アサーション」は

③にそれそれ対応すると考えられる。主張性を

測定する尺度としてぱ児童用主張性尺度（濱

口 1994) や青年期の友人関係における自已表

明尺度（柴橋， 2001) など小中学生や高校生

を対象とした尺度がすでに開発されており， こ

うした既存尺度を活用した効果検証も一つの方

法である。一方自国の重要さや誇りに関する意

識を測定する尺度については，藤原他 (2015)

を除いて測定可能な尺度が存在しない。特に，

国際教育の実践（木本， 2011) や海外研修旅行

（藤原他， 2015, 2016) を通じて， 自国の良さ

や自国に対する敬意が意識されるあるいは高ま

ることが指摘されており， この概念は国際理解

教育の効果検証のみならず，国際理解教育の意

義という点においても見落とすことのできない

要素の 1つであることは言うまでもない。自国
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文化に対する意識を測定するためには既存尺

度（藤原他. 2015) の使用か，あるいは本尺度

の再検討を行う必要がある。この点は本研究の

課題であるとともに．文部料学省 (2005) の目

指す国際教育の効果恨lj定においても重要な課題

であるといえる。

統合版尺度の検証と尺度の基礎的情報

研究 1で作成された統合版OO際的資質尺度を

用いて，研究 2では利サンプルに対して同様の

手続きで因子分析を行い．尺度の記迩統計量の

算出と男女差の検定を実施した。因子分析の結

果．各項目に対し研究 lとおおむね同様の因子

負荷量が得られた。また a係数についても，一

部でやや低い下位尺度が存在するものの，いず

れも研究 1で得られた値と近似しており．尺度

の再現性はある程度担保されたものと考えられ

る。

次に各下位尺度得点の記述統計量を算出した

ところ，平均値レベルでは，異文化に対する肯

定的意識や他者理解は理論的中間点 (3.0) を上

回っているものの，国際的事象に関する知識や

技能についてはこれを下回っていた。調査対象

となった高校生においては国際理解や肯定的

意識は高いものの，実際にかかわりを持つ際に

用いられる外国語コミュニケーションに関する

自信や，会話の際に話題として用いられるよう

な国際的事象に関する知識に関してあまり自

信を持っていないことが推測される。実際，藤

原他 (2016) では，高校生を対象とした調査の

結果，研修旅行前後で英語力や外国語コミュニ

ケーションに対する興味関心の得点を大きく下

げた一群が見いだされており，海外への渡航経

験を通じて「言葉の壁」を感じた生徒が一定数

存在することが示されている。もっとも，後迩

するサンプリングの問題もあり，対象者を広げ

た調査の必要性は諜題として残される。

また各尺度得点について男女差の有順を検

定したところ，一部下位尺度において有意差

が認められ，いずれも女子の得点が有意に高

かった。有意差が認められた箇所について，小

ないしは中程度の効果量が得られているが，

この紹果は海→外の尺度における性差と共通し

-8 -

ている (Chenet al., 2016; van de Vijver et al., 

2008)。女子の得点の高さについて先行研究で

明確な考察は行われていないが，他方で多文

化パーソナリティ質間紙 (vander Zee & van 

Oudenhoven, 2000) においてはその下位尺度

である情緒1'.1り安定性 (emotionalstability) と柔

軟性 (flexibility) におしヽて，男性の得点が女性

の得点より高いことが示各れている。グローハ

ルに関連する変数の男女差は，その梢成要素の

特徴に左右される可能性もある。

今後の課題

最後に本li升究の課題について数点触れて諭文

の結語とする（）先述の通り，今l国の試みでは国

際的資質10の下位尺度のうち 8つの下位尺度が

含まれたが，一方で「アサーション」および「自

国理解」の下位尺度を含まない尺度構成となっ

た。先迩の通り，国際教育においては両者とも

重要な構成要素の lつであるため， これら要素

を尺度に含めた尺度の再構成を行うべきか，あ

るいは既存の尺度を活用して本尺度の諜題を克

服するのかについては，今後各研究において調

査実施者が選択する必要があろう。

次に挙げる課題はサンプルの偏りである。本

研究では国立大学附属学校に通う高校 2年生の

みを対象としている。修学旅行先として海外を

選択した高校において，修学旅行実施学年は 2

年生が最も多く，その割合は90.0%であり，修

学旅行以外の海外研修旅行についても，少な

くとも 2年生を含んで実施している学校は半

数を超えることから（全国修学旅行研究協会，

2015). 高校 2年生を対象とした調査について

は一定の意義がある。しかしながら，尺度の一

般化可能性を考慮した際には，公立学校や私立

学校を含めたより広範なサンプルを用いた尺度

構成が必要であることは言うまでもない。また

多文化主義においてはその得点の高さが教育

歴と関連するという指摘もある (vande Vijver 

et al., 2008)。今回の調査対象者は国立大学附属

高校に通う高校生に限定されていることから，

調査対象者の拡大と適用可能性について検討す

ることも，今後の諜題といえよう。

更に，尺度の信頼性と妥当性の検証．について
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も謀護が残る。藤原他 (2015)の国際的資質尺

度は鈴木他 (2000) の国際理解尺度を参考に作

成されている。鈴木イ也 (2000)の国際理解尺度

においては，信頼性を半年後の再調査による再

検査信頼性と a係数の算出による内的整合性の

確認によって妥当性を国際悟勢や外国語に関

する一般的知漁に閲する質問等によってそれ

ぞれ倹討しているがその後藤原他（●2015)で

は 4 つの l~il界的資貨尺度について， 妥当性の検

言］が行わiしてし)なし・'。本研究におし＼ては．作成

された尺度の内的整合性を異なる 2つのサン

プルにおいて検討し．おおむね十分な信頼性を

確詔した。しかしながら．本尺度の妥当性につ

いてはやはり未検討である。例えば多文化主義

においては．デモグラフィック袈払Iとして教育

歴の高名との関連が指摘されているはか (van

de Viclver et al., 2008). パーソナリテノ変数と

して開放性と正の．神経:)記傾向と負の関連が

示されている (vander Zee & van Oudenhoven, 

2QQO)u また詔知傾向との1勾連としては団答者

が詑知する移民の社会適応や移民の生き方を肯

定する傾向．少数派が社会にとって脅威になる

という芍集月現範が．多文化す義と関連するこ

とが示JI変各れている (vande Vijver el al., 2008)。

不尺度においてもこうした変数を用いた併存的

妥当件の検討が課題である。ただし関連が想

定される概念を選定する際には各国との文化差

や社会的背景についても考慮し． 日本独自の文

化や洒仙観を念頭に置く必要があろう。
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